


 

現在、日本で年間約６２１万トンの食品ロス（まだ食べられるのに捨てられてし

まう食品類）が発生しています。この量は１人が１日にお茶わん一杯分に相当する

食品を捨てていることになります。また、６２１万トンのうち、ご家庭で発生する

食品ロス量は約４５％の約２８２万トンと言われています。 

ご家庭で出来るほんの少しの工夫で食品ロスを減らすこと 

ができます。 

下記の３つのポイントをぜひ実践していただき、食品ロス 

削減にご協力をお願いします。 

食品ロスの削減にご協力をお願いします 

食品ロスの現状 

 

その１ 計画的にお買い物をしましょう。 

 お買い物に行く前に、冷蔵庫を開け中身をチェックして、 

在庫がまだ残っている食品に気をつけるなど、必要な食材を、 

必要な時に、必要な量だけ購入しましょう。 

 普段の買い物で少しの工夫をしてみてください。 

 

その２ 賞味期限を正しく理解しましょう。 

 食品の期限表示には、「賞味期限」 

と「消費期限」の2種類があります。 

 「賞味期限」とは、美味しく食べる 

ことができる期限を表示したもので、 

期限が過ぎたからすぐに食べられなく 

なるということではありません。すぐ 

には捨てず、食べても大丈夫か自分で 

判断することが大切です。 

 

その３ 購入した食材は使いきりましょう。 

 どんなに食材を買いすぎないように気をつけても、余っ 

てしまう食材があると思います。そんなときは、お好み焼 

きや鍋料理、カレーなどで余った食材を使い切るよう工夫 

しましょう。 

ご家庭で食品ロスを減らす３つのポイント 

 

※農林水産省「食品ロスの現状平成２６年度推計」より数値を引用 
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